
 

令和２年６月２９日 

国立那須甲子青少年自然の家 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止対策時期における 

傷病者が発生した際の対応マニュアル 

 

 

  

傷病者が発生 

・玄関ホールで傷病者・引率者と

合流し、職員通用口を通る経

路で隔離部屋である談話棟ま

で案内。 

・引率者へ「傷病者の行動履歴記

入シート」の記入を依頼。 

※感染対策をした上で対応する

こと。 

団体代表者より近くの内線電話も

しくは携帯電話より事務室へ連絡 

（対面での連絡は極力避ける） 

内線：140 

外線：0248-36-2331 

団体から下記の内容を聴取。 

【内容】団体名、代表者名、代表者連絡先、傷病者名、年齢、

性別、症状、現在位置、待機場所 

なすかし職員の動き 利用団体の動き 

・事務室内ホワイトボー

ドへ情報の記入。（個

人情報に充分留意） 

・食堂、ボイラー、清掃

スタッフへ情報提供。 

隔離・消毒作業 

 

当日の利用団体代表者

に、感染疑義者が発生し

た旨と今後の対応につ

いて電話で説明。 

当該団体代表者へ連絡

し、団体の今後の動向に

ついて確認。 

相談センターへ電話。 

（帰国者・接触者相談センター 

電話 0120-567-747） 

※即時に退所できる場合は隔離部

屋への移動は不要 

・職員案内の元、隔離部屋へ移動。 

（引率者は宿泊室外にあるイス

で待機し緊急時に備える） 

・「傷病者の行動履歴記入シート」へ

必要事項を記入。 

・送迎等準備が整い次第傷病者は退

所。代表者は退所後事務室に報告

（内線または外線） 

・職員指示の元、傷病者と同室の

利用者は宿泊室を移動。 

・団体の退所までの動きを検討。 

通常通りの対応。 

（保健室、病院連絡等） 

下記の内容を団体に伝える。 

・本人または団体代表者より福島県帰国者・接触者相談センタ

ーへ電話相談してもらう。（電話 0120-567-747） 

感染疑いの 

症状の場合 

感染疑いの症状以外の場合 

・傷病者と同室の利用者が移動

する宿泊室を確保し、代表者へ

伝達。 

・傷病者の宿泊室、活動エリア、

同線の消毒・換気。（嘔吐処理

同様、感染予防に充分留意） 

 
発熱、倦怠感、息苦しさ、咳、 

喉の痛み、鼻水・鼻づまり、 

頭痛、嘔吐下痢等 

情報共有 

 

 
次長（所長）

へ連絡 

感染疑い無し 感染疑い 

代表者より事務室へ報告 

代表者より事務室へ報告 

※発熱外来を受診希望の場

合は、相談センターより病

院の案内を受ける（病院へ

直接電話はしない） 

 

通常通りの対応。 

（保健室、病院連絡等） 

 
次長（所長）

へ相談 
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・必要事項を聴取し、所長・次長に報告。 

・陽性の場合、県南保健所へ連絡、機構本部へ報告。 

県南保健所 生活衛生部衛生推進課：0248-22-5486 

 

診断結果を速やかに自然の家に連

絡。 

また、2週間以内に感染が疑われる

方が発生した場合も同様に連絡。 

疑義者が退所後、

機構本部へ報告 

退所後 

利用団体の動き なすかし職員の動き 


